令和元年度第2回
包括的暴力防止プログラム指導者（トレーナー）養成研修実施要綱


1． 研修目的
本研修は、主に精神科領域の現場において発生する攻撃・暴力のある当事者に対して、寄り添うケアを行いながら支援者として関わるという理念を理解し、知識と技術を学ぶことができます。

2．実施主体
国立研究開発法人 国立精神・神経医療研究センター病院

3．研修期間
トレーナーコース
令和2年2月25日（火） ～2月28日（金）　4日間
研修時間：8：30～16：15（初日と終了日は時間が異なります）
＊注１　受講者数は、25名程度を予定

4．研修内容　
研修内容は、別紙をご参照ください。
研修内容・時間については大幅な変更をすることはありませんが、学会からの研修内容の変更の通達状況や進捗状況に合わせ、一部変更させていただく場合がございます。

5． 受講資格
医師、保健師、看護師、准看護師、精神保健福祉士、心理療法士、作業療法士など医療や福祉に従事している者。また、CVPPPに深い関心があり受講を希望する者。

6． 開催場所
国立精神・神経医療研究センター病院　教育研修棟ユニバーサルホール　　

7． 申込方法
受講申込書（別紙様式１）を事務局（国立精神・神経医療研究センター病院看護部　中島）宛にメールでお申し込みください。
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　nurseb@ncnp.go.jp　



8． 受講申込書の提出期限
締め切り：令和2年1月6日（月）
＊注3　募集人数に達した時点で締め切りといたします。
多くの施設にご参加いただくため、同施設から多数の応募をいただいた場合、代表の方にご連絡し、人数の調整をさせていただく場合がございます。

9． 受講者の決定手続き
受講者の決定は先着順とし、メールでのお知らせと受講決定通知書を発送いたします。尚、募集に漏れた場合の次年度繰り越しはいたしません。再度募集を受け付けます。

10．包括的暴力防止プログラムトレーナー資格認定書について　　
包括的暴力防止プログラム指導者認定規則に基づき授与します。
当センターで行われる研修では、受講者が全課程修了時点で、日本こころの安全とケア学会に情報提供を行い、トレーナーの登録を行わせていただきます。受講料の中にトレーナー認定証の発行手数料1,000円が含まれます。

[bookmark: _GoBack]11．受講費用について
受講費用は、4日間で1人16,500円になります。
受講費用には、テキスト「最新CVPPPトレーニングマニュアル 中央法規）」代、資料・教材代、トレーナー認定証の発行手数料、保険加入費用等を含みます。

12． 受講費の振込について
受講決定後、受講決定通知書に振込先口座を記載して送付いたします。指定の期日までに振込にてお支払いください。

13、宿泊施設・昼食について
・近隣の宿泊施設等を各自でお手配ください。（＊当院の教育研修棟宿泊施設はご利用できません）
・昼食については、基本的には各自でご用意をお願いします。
＊施設内に食堂・喫茶店、売店があります。
＊仕出し弁当（1食480円）を希望する方は、申し込み用紙に注文の有無を記載してください。原則として当日のキャンセルはできません。初日に申し込み分（4日間では1,920円）を集金しますので、お釣りの無いようにご準備の程よろしくお願いいたします。

14． 研修受講上の留意事項
(1) 初日
受付時間　：　8：30～9：00
開講式　：　9：00（時間厳守）
集合場所　：　国立精神・神経医療研究医療研究センター　
教育研修棟　ユニバーサルホール
（センター内地図はホームページに掲載）
終了日
閉 講 式　：　16：00～
(2) 各自ご準備いただくもの
健康保険証（原本）、筆記用具、トレーニングウエア上下
運動靴（できれば足底が薄いもの）、タオル
USBメモリースティック（ウイルスチェック済のもの）：各施設講義用にパワーポイント等、資料をデータでお渡しします。（1施設1本）
(3) 激しい動きを伴いますので、医師から運動を止められている方、身体機能上不安のある方の受講はご遠慮いただいております。

15． 研修についての問い合わせ先
国立精神・神経医療研究センター病院　　副看護部長　中島
お問い合せは以下のアドレスまでメールにてお願い致します。　
Eメール：nurseb@ncnp.go.jp 

16． その他
＊会場までのアクセス
（駐車場のスペースの関係上、自家用車でのご来場はご遠慮ください）
交通機関
1 高田馬場（西武新宿線）拝島行き、川越行き（小平で拝島行きに乗換）
→萩山駅　徒歩10分
2 JR中央線国分寺駅（西部多摩湖線乗換）→青梅街道駅　徒歩10分
3 JR武蔵野線新小平駅　徒歩10分
